
学びの広場

「秋田県家庭教育担当者等研究協議会」「秋田県家庭教育担当者等研究協議会」

　▲藤嶋教諭が話題を提供した研究協議会

　秋田県家庭教育担当者等研究協議会が、11月25日
に中央公民館で開かれ、家庭教育支援の現状と今後
取り組むべき課題について話し合いました。
　話題提供では、鷹巣小学校養護教諭の藤嶋浩子さ
んが、「子どもの思いを受け止め保健室から発信し
ているメッセージ」と題して講演しました。藤嶋さ
んは、心の悩みを抱える子どもが増えている現状か
ら、「ほけんだより」に掲載した宿題の「だっこ」に
ふれ、親子の会話の大切さや、忙しさの中でも子ど
もはふれあいを求めていることなどを指摘しました。

成長の「根っこ」を太くするために必要な子育て支
援について地域全体で理解する機会となりました。

生涯学習を通じた地域活動を探る生涯学習を通じた地域活動を探る

　北秋地区生涯学習奨励員協議会の研究大会が、11
月26日に阿仁ふるさと文化センターで開かれ、生涯
学習奨励員が地域活動について学び合いました。  
　研究大会では、阿仁合ぶらぶらガイド代表の戸嶋
喬さんが「生涯学習を通じた地域活動」と題して講
話し、阿仁地区の社会教育の歴史や、地域の活性化
のため取り組んでいる事例を紹介したほか、阿仁合
小学校の５・６年生が観光ガイドとして阿仁地域の
鉱山の史跡を案内しました。
　ガイド指導をした戸嶋さんは、子どもが自分で調 　▲阿仁合小学校の児童から案内を受ける参加者

べ、自分の言葉で案内することで、ふるさとを知り、
郷土を愛することにつなげたいと思いを述べました。

たかし

～子どもの心に寄り添う家庭教育支援～

～北秋地区生涯学習奨励員協議会「研究大会」～

異文化交流から世界を広げる異文化交流から世界を広げる

　中央公民館グッドライフ講座が、12月２日に行わ
れ、「移動研修」として秋田市雄和にある公立大学
法人国際教養大学を訪れ、大学内の施設を見学しな
がら、開学からわずか10年で日本の有力大学へと飛
躍を遂げた教育の軌跡について学びました。
　国際教養大学は、全ての授業を英語で行い、留学
の義務付け、１年次の全寮制など独自の教養教育と、
100％の就職内定率で全国的に注目され、昨年度は
全国37のスーパーグローバル大学に選定されました。
　各国の駐日大使による公開講演会や、24時間開館 　▲屋根に秋田杉を使用した国際教養大学の図書館

の図書館など学びの場も充実しており、参加者から
は、孫を入学させたいとの声が上がりました。～「国際教養大学」施設見学～
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
仕

事
な
ど
で
日
中
留
守
に
な
る
家
庭
に
代

わ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全
な
生
活
の

場
と
遊
び
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。　

対
象
児
童　
保
護
者
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就
労
等
に
よ
り
、

日
中
家
庭
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な
い
お
お
む
ね
10
歳
未
満
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児
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た
だ
し
６
年
生
ま
で
入
会
可
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）
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込
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。
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【
開
催
日
】　

１
月
８
日（
金
）

【
場
所
】　
中
央
公
民
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【
定
員
】　
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人

【
対
象
】　
小
学
生
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ま
で
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５
０
０
円
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般
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０
０
円
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車
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⑥
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い
。
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３
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う
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仁
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仁
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８
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８
時
25
分
↓

中
央
公
民
館
８
時
40
分

《
帰
り
》
中
央
公
民
館
15
時
40
分
発

　
　
　
生
涯
学
習
課　
☎
62‐

１
１
３
０

日
時　

１
月
27
日（
水
）　
13
時
30
分
〜

し
ょ
う
が
っ
こ
う

し
ょ
う
が
っ
こ
う

　
冬
の
笑
楽
校

　
冬
の
笑
楽
校

合
川
公
民
館
「
ろ
ば
た
講
座
」

　
　
　

 

合
川
公
民
館  

☎
78‐
２
１
１
４

申
問

今
月
の
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す

問　 

鷹
巣
図
書
館  

☎
62‐

３
３
１
１

　「
縄
文
時
代
編
」 

２

　　
今
回
は
、
今
年
の
干
支
「
申
」
に
ち

な
ん
だ
出
土
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
漆
下
遺
跡
は
、
森
吉
山
ダ
ム
建
設
に

先
立
っ
て
調
査
さ
れ
た
縄
文
時
代
後
期

後
半
（
今
か
ら
約
3
5
0
0
年
前
頃
）

を
中
心
と
す
る
遺
跡
で
、
土
器
や
石
器

な
ど
が
県
内
で
最
も
多
く
出
土
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
の
一
つ
が
こ
の
土
器
で
す
。

こ
れ
は
人
面
付
き
土
器
の
一
部
で
、
そ

の
形
態
か
ら
「
猿
顔
土
器
」
の
名
称
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
一
見
し
て
「
猿
」
の
顔
を
連

想
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
突
き
出
た

眉
骨
と
小
さ
な
鼻
。
狭
い
額
。
何
よ
り

も
特
徴
的
に
伸
び
た
口
は
、
口
を
す
ぼ

め
て
大
き
な
声
で
吠
え
る
猿
の
顔
に

そ
っ
く
り
で
す
。

　
大
き
な
耳
の
表
現
も
目
立
ち
ま
す
が
、

大
き
く
立
っ
た
耳
は
子
猿
の
特
徴
で
す

の
で
、
子
猿
が
モ
デ
ル
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
当
時
の
縄
文
人
が
「
猿
の
顔
」
を

表
現
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
観
察

眼
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

○
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顔
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器
（
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下
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跡
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）

　
こ
の
土
器
で
す
が
、
頭
の
上
は
円
形

に
開
い
て
い
て
、
ち
ょ
う
ど
蓋
の
な
い

急
須
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
口
の
部
分
の
孔
は
貫
通
し
て
い
な

い
た
め
、
口
は
注
ぎ
口
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
首
の
部
分
に
剝
が
れ
た
跡
が
あ
り
、

特
殊
な
土
器
の
一
部
分
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
猿
や
動
物
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
出
土
品
は
全
国
で
出
土
し
て
お

り
、北
秋
田
市
内
で
も
ク
マ
、イ
ノ
シ
シ
、

ト
リ
な
ど
を
か
た
ど
っ
た
も
の
が
み
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
縄
文
人
は
食
糧
と
し

て
の
獲
物
で
も
あ
る
動
物
達
を
ど
の
よ

う
に
考
え
、
そ
れ
を
か
た
ど
っ
た
モ
ノ

に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
込
め
た
の
で

し
ょ
う
か
。
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さ
る
が
お
ど
き

う
る
し
し
た
い
せ
き

▲猿顔土器（漆下遺跡出土）

さ
る

申
問
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